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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、イノシトールホスホキナーゼ（IPK）ファミリーに属するタンパク質をコードしています。このタンパク質は、イノシトールヘキサキスリン酸（InsP6）からジホスホイノシトールペンタキスリン酸（InsP7/PP-InsP5）への変換に関与していると考えられます。また、1,3,4,5,6-ペンタキスリン酸（InsP5）からPP-InsP4への変換にも関与している可能性があります。選択的スプライシングの結果、同じタンパク質をコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年12月]。触媒活性：ATP + 1D-ミオイノシトール1,3,4,5,6-ペンタキスリン酸 = ADP + ジホスホ-1D-ミオイノシトールテトラキスリン酸（異性体構成は不明）。触媒活性：ATP + 1D-ミオイノシトールヘキサキスリン酸 = ADP + 5-ジホスホ-1D-ミオイノシトール（1,2,3,4,6）ペンタキスリン酸。機能：イノシトールヘキサキスリン酸（InsP6）をジホスホイノシトールペンタキスリン酸（InsP7 / PP-InsP5）に変換します。 1,3,4,5,6-ペンタキスリン酸（InsP5）をPP-InsP4に変換する。,類似性：イノシトールホスホキナーゼ（IPK）ファミリーに属する。,組織特異性：脳で検出される。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	IP6K3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	IP6K3抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	InsP6キナーゼ3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

